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　計算機によって構成された情報システムは，今日の情報社会に
広く浸透している。したがって，情報システムの信頼性を向上さ
せること及び計算機を高度に活用するシステムの開発に対する社
会的な要請に応じる研究は必要不可欠であります。本講座では，
これら情報社会を支える技術の確立を意図した教育・研究を行っ
ています。具体的には，情報システムにおける高信頼化技術（計
算機を利用した論理回路の設計法の開発，論理回路の検証，診断
法の開発，フォールトトレラントシステムの設計），新時代に対
応するソフトウェアシステム（高性能計算システムの設計，マル
チメディア環境，並列計算環境における数式処理システムの開発，
数値・数式融合算法の開発），並列・分散処理システム（マルチ
コンピュータ環境における負荷分散，スケジューリング，分散デ
ータベースの同時実行制御，マルチエージェント，情報配信シス
テ学ム）に関する研究などを行っています。

教　授　小林　真也

教　授　高橋　　寛

教　授　樋上　喜信

准教授　甲斐　　博

准教授　遠藤　慶一

知
能
情
報
工
学

　計算機の処理能力の向上に伴い，計算機に処理させたい内容も
より高度で多様なものになりつつあります。しかしながら，人間
が与えたプログラムを単に高速かつ正確に実行するだけの現在の
計算機では，その利用範囲に限界があります。高度で多様な問題
を柔軟に処理するためには，人間の脳のように「膨大な知識を適
切に組み合わせて新たな知識を作り出すとか，多くの例題から問
題の解き方自体を発見するというような知的な処理」が不可欠と
なります。本講座では，このような知的な処理に関する研究とし
て，人間のもつ知識をコンピュータ上で表現し利用する人工知能
（知識工学）の研究，脳の情報処理方式に類似した学習機能をも
つニューロコンピュータの研究などを行うとともに，これらの応
用研究として，コンピュータを用いた画像処理の研究，電子透か
し法の研究，情報セキュリティの研究，自然言語処理の研究など
を行っています。

教　授　二宮　　崇

准教授　宇戸　寿幸

応
用
情
報
工
学

　現代社会を支えるコンピュータ利用技術の基礎には様々な数理
的方法があります。逆に，数理的方法に基礎を持たないコンピュ
ータ利用技術はあり得ません。本分野では，このような視点から，
科学技術計算の方法を中心に，応用数学，数値解析，ハイパフォ
ーマンスコンピューティング，情報ネットワーク，情報メディア
等の研究を行っています。また，情報システムの設計・構築，管
理・運用に関する研究も行っています。多少具体的には，数理物
理学の研究，理工学に現れる偏微分方程式の研究，代用電荷法と
数値等角写像に関する研究，高精度計算，スーパーコンピュータ
を用いた大規模シミュレーション，情報の可視化，数学ソフトウ
ェアの開発，情報ネットワークの構成と利用に関する研究，ソフ
トウェアの品質管理に関する研究，マルチメディア情報の生成，
伝送，利用に関する研究等があります。

〔教　授　伊藤　　宏〕

教　授　野口　一人

教　授　川原　　稔

教　授　阿萬　裕久

准教授　岡野　　大

准教授　黒田　久泰

准教授　安藤　和典

准教授　森岡　　悠

［　］は，2023年３月31日定年退職予定の教員を示します。

－81－


































































